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木質材料からのアセトアルデヒド放散のしくみを明らかに

要　旨
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木材からの発生メカニズム
伐採直後の木材からは微量のアセトアルデヒドが放散

されています。これは生きている材に元々少量含まれて
いたものですが、自然乾燥で速やかに減少しました。

一方、木材に直接エタノールを塗ると、樹種によって
は材に含まれているより多くのアセトアルデヒド放散が
検出されました。これは主に木材中に残るアルコール脱
水素酵素の働きによってアルコールからアセトアルデヒ
ドが作られるためと考えられます（図１）。

木質材料製造工程の影響
木質材料の製造中にエタノールが混入するとアセトア

ルデヒドの発生要因となることが考えられますが、調べ
てみると接着剤にエタノールが含まれる場合にだけアセ
トアルデヒドが検出され、これは上記の原因によるもの
と思われます。

また、木質ボードなどを製造するときは高温でプレス
する必要があるため、プレス中の熱圧温度の影響を調べ
たところ、温度が高くなるとアセトアルデヒドの発生が
多くなることがわかりました。しかし、製造後の製品か
らの放散量は極めて低い値を示し、製造中の熱圧温度は
製品の放散量には影響しないことがわかりました。

室内濃度の安全性評価
市販の各種木質建材からのアセトアルデヒド放散量を

測定した結果、全ての材料で２週間後にはとても少なく
なることがわかりました（図２）。また、アセトアルデヒ
ドの放散は温度と湿度によって多少変化することもわか
りました。

これらの材料を内装材として床と壁４面に施工したモ
デル室内の空気を実測したところ、アセトアルデヒド濃
度は、室内濃度指針値を下回り、木質材料を内装に多用
した場合でも室内空気は安全であることがわかりました。
さらにこの実測値は、各材料の放散値を基にして計算し
た室内濃度の値とほぼ一致し、材料の測定値から室内濃
度の予測が可能になることを明らかにしました（図３）。

これらの成果は、木造住宅の安全安心を保証するもの
であり、公共建築物の木造化や内装の木質化等に貢献し
ます。

本研究は森林総合研究所交付金プロジェクト「木質材
料からのアルデヒド類放散特性の解明と安全性評価」の
成果です。

アセトアルデヒドは厚生労働省の室内濃度指針値が策定されている化学物質の一つです。
住宅の実態調査では木造住宅で濃度が高くなるとの報告もあったため、木質建材を発生源と
する考え方もありましたが、詳しいことはわかっていませんでした。

そこで木質材料からのアセトアルデヒドの発生原因を確かめるため、原料や製造過程の影
響について調べました。

その結果、二つの原因がありました。一つは、生きている木材に元々少しだけ含まれてい
たアセトアルデヒドが放散することです。もう一つは、製造過程で木材にエタノールが加え
られると、アセトアルデヒドが発生してくることでした。さらに材料の放散値から室内濃度
を予測することで安全性が評価できるようになりました。
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図 1 木材からのアセトアルデヒド 
放散（スギ辺材の例） 

図 2 木質材料のアセトアルデヒド 
放散量の経時変化 
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公共建築物等の 
内装木質化に貢献 
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）は 
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）をクリア 

 

図 3 モデル室内の濃度の実測による 
安全性の評価 
（壁 4 面と床に木質材料を使用） 
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図１　木材からのアセトアルデヒド放散
（スギ辺材の例）

図２　木質材料のアセトアルデヒド放散量
の経時変化

図３　モデル室内の濃度の実測による安全性の評価
（壁 4 面と床に木質材料を使用）




